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計画策定の背景 

（１） 意義 

今日、渋谷区においては、両親ともに就労している家庭、家族構成の多様化に伴い

仕事と育児で多忙を極める家庭、また、子供に習い事をさせる家庭が増加しており、

親子共に一層忙しさを増していることから、子供が読書をする時間を確保することは、

非常に困難な状況に置かれている。 

図書に恵まれて育ち、読書の大切さを理解している親もいるが、読書の他に興味を

引くことが溢れる時代に育ち、読書に関心のない親が増えており、読書を楽しむ家庭

とそうしない家庭の二極化傾向にあると教育の現場では捉えている。また、近年様々

なＩＣＴ機器の普及によって情報を容易に取得・発信可能な環境に親子がおかれてい

ることと相まって、多くの家庭において親や保護者と子供で読書を楽しむ機会が減少

しているのではないかとも考えられる。 

短時間でも親や保護者が子供と読書することは、子供が読書に親しむ最短の道で

あり、子供の感性を豊かに育むために非常に有意義な行為である。すなわち、子供は、

実体験では知りえないことを本や大人を通じ間接的に知ることができ、また、ＩＣＴ

機器など新しいメディアの活用とともに、視覚以外の感覚も使用する書籍を用いた読

書を幼少の頃から積極的に楽しむことは、五感を発達させるためにも大切である。 

国は、平成 1３年に「子どもの読書活動の推進に関する法律」を制定し、読書活動

の推進に関し基本理念を定め、地方公共団体の責務等を明らかにしている。「読書活

動は、子供が言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人

生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであること」と

し、「全ての子供があらゆる機会とあらゆる場所において主体的に読書活動を行うこ

とができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない」とし

ている。この基本理念にのっとり、渋谷区は、国との連携を図りつつ、地域の実情を

踏まえて、子供の読書活動推進に関する施策を策定し実施する責務がある。 

渋谷区は、これまで子供の読解力とそれに裏付けられた論理的な思考力の基礎を

養うために、小・中学校で朝に読書をする活動、学校図書館専門員の設置、「しぶやお

すすめの本５０」の活用等を通して読書教育の充実を図ってきた。これらの取組は、

何れも渋谷区が小・中学校をサポートし、読書教育・探究型学習の充実を図るもので

あり、学校図書館を大いに活用した授業を生み出すものであり、渋谷区は、今後もこ

の計画の策定を契機に更なる読書活動を推進するものである。 
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（２） 国・都の動向 

国は、平成１３年に「子どもの読書活動の推進に関する法律」を制定し、子供の読

書活動の推進に関する必要な事項を定めた。翌、平成１４年には「子どもの読書活動

の推進に関する基本的な計画」（第一次）、平成２０年には第二次、平成２５年には第

三次、平成３０年には第四次を策定し「子どもの読書活動の推進に関する施策の総合

的かつ計画的な推進を図り、もって子どもの健やかな成長に資することを目的」とし

て取組を進めている。 

この間、国は、学校図書館法の改正（※１）を行うなど、子供の読書活動が円滑に

推進されるように取組を進めている。 

一方、都は「子どもの読書活動の推進に関する法律」の「読書活動は、子どもが、

言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く

生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであること」、「すべての子ど

もがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよ

う、積極的にそのための環境の整備を推進する」という基本理念にのっとり、国との

連携を図りつつ平成１５年に「東京都子ども読書活動推進計画」（第一次）、平成２１

年に第二次、平成２７年には第三次を策定している。 

都は、第三次計画において第二次計画の成果として未読者率（不読率）の改善を挙

げており、一部年代を除き目標が達成されている。 

 

第三次東京都子供読書活動推進計画から抜粋 

１ 未読者率（不読率）（※２）の改善 

 小２ 小５ 中２ 高２ 

Ｈ１９調査 ５.８% ９.０% ２３.４% ４７.８% 

Ｈ２５調査 ２.６% ５.４% １３.２% ３１.８% 

（Ｈ２５目標） ２.９% ５.８% １１.７% ２３.９% 

Ｈ２４調査 

（全国） 

小学生 

４.５% 

中学生 

１６.４% 

高校生 

５３.２% 

 

※１ 平成 26 年６月２０日の改正で、現在の第 6 条が新設され、これまで法的根

拠のなかった「学校司書」について初めて明文化し、学校に「学校司書を設置

するよう努める」ことが義務付けられた。 

※２ 1 か月に 1冊も本を読まなかった子供の割合。二次計画の未読者率と同義 
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（３） 渋谷区の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上のグラフは、平成２８年度末に区立小・中学校の児童・生徒を対象に行った悉皆

調査の集計結果である。１か月に１冊も完読しない（以下このことを「不読」という。）

子供は、学年が進むに従い多くなり、中学生では不読率が三割を超えている。他の自

治体と集計方法が異なるため、単純には比較できないが、平成２４年に国が行った調

査の全国平均値に比べ、中学生では不読率が約２倍となっている。 

また、平成２９年６月に渋谷区が行った「学びと読書に関する区民アンケート調査」

によれば、「本を読まない親に比べて本を読む親の子供は、本を読むことが好き」とい

う回答が増えており、親の読書傾向が子供に影響を与えていることが明らかになった。

渋谷区は、高校生世代への調査を行っていないが、学年が進むに従い不読率が高くな

る傾向から推測すると、高校生世代についても一定数の不読の者が存在すると考えら

れる。 

渋谷区は、毎年「しぶやおすすめの本５０」を４・５歳児向け、小学校１・２年生

向け、小学校３・４年生向け、小学校５・６年生向け、中学生向けとそれぞれの年代

を対象に選定し、パンフレット等を作成し、優秀作品を表彰することで読書活動への

動機付けを行ってきた。また、学校授業の教材としての図書館図書を貸出し、ブック

スタート、おはなし会、出張おはなし会等の事業を行い、幼稚園・保育園、小・中学

校との連携を進めてきた。 

しかし、上記の分析からすると、今後は小学校高学年児童及び中学校生への取組を

強化すること。また、家庭での読書活動を支援する取組が必要である。さらに、高校

生世代への働きかけが不足していることから、高校生世代向けの図書を充実させ、事

業を新たに行う必要がある。 

渋谷区は、今まで関係諸機関で進めてきた施策を益々充実、浸透させるとともに、

上記の課題に果敢に取組んで行く。 
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（４） 計画の対象 

０歳からおおむね１８歳まで 

 

（５） 計画の期間 

５年間（策定の翌年度から５年間） 

 

２ 基本目標 

渋谷区では、これまで子供たちに豊かな心を培い、読解力の基盤をつくるために前

項の通り様々な読書活動推進に向けた取組を行ってきた。これらの事業をより効果

的に推進するため体系的に整理し、また新たな事業を加えて取組間の相乗効果を図

るため、下記の４項目の目標を設定する。 

 

目標 1 子供の発達段階に応じた読書機会の提供と環境の整備 

  

子供の読書活動の推進を効果的に行うためには子供の発達段階に合わせて読書の

機会が切れ目なく提供される環境を整備することが必要である。 

乳児期の子供はまだ字が読めないため、言葉を覚え、絵本に関心を持たせるため 

には家庭での取組が最も重要である。本を介した親子でのコミュニケーションや読

み聞かせを行うことで、身近に本に触れ、興味を持つ家庭環境の整備を支援していく。

このために、区立図書館が現在行っているブックスタート事業の際に親や保護者に

読み聞かせの技術を伝えるほか、乳幼児向けの「おはなし会」の際に親や保護者に子

供におすすめの本を紹介し、幼稚園や保育園では教員や保育士が、子供の年齢や発達

段階に応じた内容、季節や行事など理解してほしい事柄について読み聞かせを行う

ことで子供に絵本の楽しさを伝える。 

小・中学校段階では、子供の生活の中心となる学校において、心の成長や語彙力の

深化に合わせた読書の習慣を身に付ける取組が重要である。また、区立図書館が毎年

選定している「しぶやおすすめの本５０」を放課後クラブ等で積極的に活用し、読書

コンクールに合わせて児童・生徒が本に興味を持つための働きかけを行うことで、学

校生活の中で日常的に本に触れ、知識を収集し、考える習慣を身に付けさせる。 

高校生段階では、自らテーマを決め、本を選び、体系的に知識を収集し、思考を深

める主体的な読書活動が重要である。高校生を中心とした読書会の開催や、高校生に

よる図書館ボランティアの募集など、自発的に本と関わる機会を提供することで、読

書による知識と思考力の向上を図る。 
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目標 2 幼稚園、保育園、小・中学校、図書館各機関における読書環境の整備及び読書

活動の充実並びに施設相互間の連携 

 

子供の読書活動の推進を効果的に行うためには、各教育機関それぞれの読書環境

の整備を行うことのほか、各機関の連携により各機関の有する資源を最大限に活用

する取組が必要である。 

幼稚園や保育園では、絵本のコーナーを作り、壁面を活用してＰＯＰ（ポップ）（※

３）等を掲示するなど視覚に訴えかける工夫をし、幼児や保護者が本に興味や関心を

持つきっかけを作るとともに本の貸出を検討し家庭で親や保護者が子供と一緒に読

書できるよう支援する。 

小・中学校では、学校図書館の図書購入にあたり、小学校における英語教育を充実

するために外国語図書などの整備を検討する。また、区立図書館と学校図書館専門員

とが連携し、学校図書館での調べ方を指導したり、学校にない図書を取り寄せて補完

するなどしたりして、子供が探究心や問題を解決する力を養い、主体的で深い学びが

できるように支援していく。 

区立図書館では、特別な支援を必要とする子供向けの図書の整備や特別支援学級

でのおはなし会を行っているが、さらに英語による子供行事など行事内容の拡充に

努め、子供の読書活動推進につなげて行く。また、高校生世代に向けて、全区立図書

館でＹＡ（ヤングアダルト）図書（※４）を充実させる。 

さらに、各機関の資源を相互に最大限活用するために、各機関の連携により、効果

的な読書活動の推進を行う。 

幼稚園や保育園においては、園で区立図書館スタッフが出張おはなし会を行い、そ

の機会に図書館行事の宣伝をし、園児に図書館の行事への参加を促すなど連携して

子供に本の楽しさを伝えて行く。 

小学校のオープンスクールなどの機会に学校図書館を紹介し、本に興味・関心を持

たせる取組を今後全校で行って行くなどの取組が考えられる。 

小・中学校は、調べ学習の授業などに必要な図書を区立図書館から借受けたり、図

書館スタッフによるブックトークを授業で行ったりするなど、積極的に区立図書館

を活用する計画を立案するなどの取組が考えられる。 

区立図書館は、小・中学校授業の補助資料となる図書を積極的に購入し、団体貸出

を行い、学校が実施する「図書館見学」を全館で受入れ、学校図書の整備のために図

書館員を派遣する。 

また、図書館が実施する「一日図書館員」を全館で実施するよう検討し、図書館の

図書を紹介するパンフレットを幼稚園や保育園、学校へ配布するなど児童、生徒の図

書に対する興味・関心を引き出す支援を行う。 

※３ 本を紹介するカード  ※４ 中・高生など１０代の青少年向けの図書 
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目標３ 子供の読書活動の重要性について広く普及・啓発を行う  

 

読書の楽しさや重要性を広く理解してもらうためには、あらゆるメディアを活用

して周知活動を行う必要がある。 

幼稚園や保育園は、保護者への配布物やホームページ、園内の掲示板を活用して絵

本の紹介を行い、また、子供が紙芝居や絵本の読み聞かせを楽しむ様子を親や保護者

に伝えることにより絵本の素晴らしさを発信して行く。 

小・中学校は、読書週間や読書コンクールなどの機会をとらえて読書活動を勧奨す

る。また、関係諸機関が発信しているＳＮＳなどの発信ツールも活用して、読書や家

庭の読書環境の大切さを繰り返し啓発して行く。 

区立図書館は、児童行事や中学生の体験学習等の事業を通じて児童・生徒の興味を

把握し、現在は購入を控えているライトノベルや漫画でも内容的に優れていれば積

極的に購入し、また、春・秋の図書館フェアでは、子供が興味を持つテーマを設定し、

展示内容の充実も図る。 

さらに、図書館ホームページのこども向けコンテンツを拡充させるとともに、様々

な発信ツールを用いて普及・啓発を図る。 

 

目標４ 子供読書活動推進のための人材育成   

 

子供の読書活動を推進するためには読書に関して子供の年齢、個性、家庭環境など

の特性に応じて、適切な指導・サポートをする事のできる高い資質を持った人材を、

確保・育成していく必要がある。 

幼稚園や保育園では、教員、保育士に絵本の専門家や、図書館の専門家による読み

聞かせや図書資料についての研修を行い、子供への読書教育の充実を図ることが重

要である。 

小学校では、教員及び学校図書館専門員の研修を充実させることが重要である。学

級担任と学校図書館専門員が協働した授業においては、児童の反応をもとに改善を

図る。また、学校図書館ボランティアを育成して保護者や地域のボランティアが蔵書

の整理や読み聞かせなどを組織的に行うことで子供により多くの図書に触れさせ、

読書活動の活性化を図る。 

多忙で読み聞かせの時間を確保することが難しい親や保護者の子供に対しては、

「子ども読書サポーター」事業を活用して読み聞かせを受けられる体制を整備して

いるが、さらに多くの人材を育成して行く。 

これらのためには、人員確保と共に質の向上が重要であるため、研修を充実させる。

また、研修の成果を広く共有するための仕組みづくりも検討して行く。 
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３ 具体的な取組の体系 

目標 1 子供の発達段階に応じた読書機会の提供と環境の整備 

① ブックスタート事業 図書館、保健所 

継続・

拡充 

図書館員が乳児の 3・4 ヶ月検診で保護者に対して個々にパンフレット

の配布と事業の説明を行っている。 

・事業の説明と共に赤ちゃん向けに絵本の読み聞かせの実施を検討する。 

・家庭での読み聞かせを習慣化するために読み聞かせの技術を伝え、読み聞かせ

できる場所を案内する。また、ホームページ等で子供向けの本を年齢別に紹介す

る。 

 

② おはなし会・読み聞かせ 幼稚園、保育園 

継続 幼稚園・保育園の先生による日常的な読み聞かせを行っている。 

子供の年齢、発達段階に合った内容や季節の行事など伝えたい事柄を選んで読み

聞かせる。 

 

③ 子供と保護者を対象にしたおはなし会 図書館、家庭 

継続 赤ちゃん向けや小さい子向けのおはなし会を実施している。 

子供の年齢、発達段階に合った内容や季節の行事など伝えたい事柄を選んで読み

聞かせる。 

 

④ おはなし会 図書館 

継続 区立図書館において３０分程度のおはなし会を実施している。 

全ての館において赤ちゃん対象のおはなし会を実施し拡充して行く。 

 

⑤ 学校における読書機会の確保 小・中学校 

拡充 学校の授業や時間外活動の中で時間を確保できるよう努める。 

時間確保のための調整を図って行く。 

 

⑥ 「朝の読書」の実施 小・中学校 

継続 小・中学生に読書習慣を身に付けさせる。 

時間確保のための調整を図って行く。 
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⑦ 「しぶやおすすめの本５０」事業 幼稚園、保育園、小・中学校、図書館 

継続 平成１９年から毎週１冊、年間５０冊の本を読もうというコンセプトの

基に年代ごとに図書を選定・紹介している。 

今後も選定図書の充実に努め、更なる拡充を目指して行く。 

 

⑧ 「しぶやおすすめの本５０」推薦図書リスト作

成 

幼稚園、保育園、小・中学校、

図書館 

継続 選定図書のリーフレット（※５）とパンフレット（※６）を作成してき

た。 

インターネット等ほかの媒体でもリストの紹介をしている。 

※５ 全学年に向けた本の書名・著者名のみのリスト 

※６ 年代別に本の表紙写真を紹介文と共に掲載した冊子 

 

⑨ 「しぶやおすすめの本５０」リストの配布 図書館 

継続 リーフレットとパンフレットを区内在住の 4・5 歳児、小・中学生に図書

館等の施設で配布している。 

今後も継続して事業の充実に努めて行く。 

 

⑩ 「しぶやおすすめの本５０」読書コンクール 幼稚園、保育園、小・中学校、

図書館 

継続 子供が「しぶやおすすめの本５０」をより多くより深く読むように、感

想画、本の帯、ＰＯＰ（ポップ）、感想文を募集して優秀な作品を表彰して

いる。 

各年代とも、自身で感じたことをより的確に表現することができるようになるコ

ンクールにして行く。 

 

⑪ 高校生向けの資料の充実 図書館 

拡充 YA 図書の充実を図る。 

全ての図書館において充実するよう調整を図って行く。 

 

⑫ 高校生を核とした読書会  図書館 

拡充 小・中学生、高校生に読書を習慣づけるため、本の内容について話し合

う読書会を高校生リーダーが主体となり定期的に開催する。 

実施に向けて検討して行く。 
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⑬ 高校生による図書館ボランティア 図書館 

拡充 高校生に図書に対する興味を持たせるため、夏休みなどに書架整理や子

供への読み聞かせなどを実施する。 

実施に向けて検討して行く。 

 

⑭ 子供と保護者を対象にした講演会 図書館 

継続 平成 27年度：絵本作家 武田美穂氏 

平成 28年度：絵本作家・翻訳家 なかがわちひろ氏 

平成 29年度：児童文学作家 菅野雪虫氏 

平成 30年度：児童文学作家 富安陽子氏 

子供が本好きになるきっかけとなる講演会や、不読率が高くなる世代に向けて本

に興味を抱かせる講演会を開催している。 
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目標 2 幼稚園、保育園、小・中学校、図書館各施設における読書環境の整備及び読書

活動の充実並びに施設相互の連携 

①  読書できる空間の充実 幼稚園、保育園 

新規 各園において読書スペースを確保し、読書教育の拠点と位置づけて拡充し

て行く。 

今後、充実に努めていく。 

 

②  幼稚園・保育園の図書の充実 幼稚園、保育園 

継続 毎年「しぶやおすすめの本５０」を幼稚園、保育園に提供している。 

今後も継続して図書の充実に努めて行く。 

 

③  特別な支援を必要とする子供向けの資料の整

備 

小・中学校、図書館 

継続 点字図書、朗読、朗読メディアの提供を行っている。 

・今後も継続して事業を実施して行く。 

・外国語を母国語とする子供向けの図書の充実を図る。 

 

④  特別な支援を必要とする子供の障害や特性に応じた読書活

動の支援 

小・中学校、図書

館 

継続 特別支援学級でのおはなし会、図書の団体貸出し等を推進している。 

・今後も継続して事業を実施して行く。 

・様々なニーズに対応できる支援体制の確立を推進する。 

 

⑤  児童図書の整備 図書館 

継続 団体貸出し用図書の整備を推進している。 

今後も継続して図書の充実に努めて行く。 

 

⑥  学校図書館資料の充実 小・中学校、図書館 

継続 毎年「しぶやおすすめの本５０」を提供している。 

今後も継続して図書の充実に努めて行く。 

 

⑦  学校図書館の利活用の促進 小・中学校 

継続 学校図書館専門員や図書館の専門員による利活用を進める。 

児童・生徒が図書を利用しやすいようにシステム的な管理に努めて行く。 
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⑧  児童行事の充実 図書館 

継続 おはなし会、スペシャルおはなし会（※７）、工作会、夏休みのスペシャ

ル行事、クリスマス会、カルタ大会、獅子舞、こども映画会、ぬいぐるみお

泊り会（※８）等を実施している。 

子供たちが図書館に来館するきっかけになる行事を行い、本を紹介することで本

との新しい出会いを作る。英語による行事も拡充して行く。 

※７ 普段のおはなし会よりも時間を長く設定し、大型絵本やパネルシアター、ブラッ

クライトシアター等も使って行うおはなし会 

※８ 子供がぬいぐるみと一緒におはなしを聞いた後、ぬいぐるみは図書館に一泊す

る。その間ぬいぐるみが本を読み、図書館を探検しているという設定の写真を撮り、

その写真とぬいぐるみを返却する催し 

 

⑨  図書館見学 幼稚園、保育園、小・中学校、図書館 

継続 主に小学生の受入れを積極的に行い、活動を推進している。 

今後も積極的に行って行く。 

 

⑩ 出張おはなし会 幼稚園、保育園、小・中学校、

図書館 

継続 幼稚園・保育園などに出張して積極的に活動している。 

幼稚園・保育園のほかに、子育て支援センター、放課後クラブ、エンゼルルーム（※

９）、かぞくのアトリエ（※10）等にも出張していく。 

※９ 区内の東京都認証保育所 

※10 子供にアートとふれあわせ豊かな感性と創造性を育み、それを保護者同士が共

有できるコミュニティサロン 

 

⑪ 団体貸出 幼稚園、保育園、小・中学校、

図書館 

継続 園や学校の使用する資料を貸出している。 

今後も積極的に事業の充実を図って行く。 

 

⑫ 本の紹介 幼稚園、保育園、小・中学校、

図書館 

継続 授業などに使う本を紹介している。 

今後も積極的に事業を行って行く。 
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⑬ ブックトーク 幼稚園、保育園、小・中学校、

図書館 

継続 授業のカリキュラムに組み込んで実施している。 

今後も積極的に事業を行って行く。 

 

⑭ 調べ学習の支援 幼稚園、保育園、小・中学校、

図書館 

継続 テーマに合わせて選書し、貸出を行っている。 

今後も積極的に事業を行って行く。 

 

⑮ ビブリオバトル（※11） 幼稚園、保育園、小・中学校、

図書館 

継続 活動を推進している。 

今後も積極的に事業を行って行く。幼稚園、保育園での開催を検討して行く。 

※11 参加者が読んで面白いと思った本を順番に紹介をした後に、ディスカッション

し、「どの本が一番読みたくなったか」を基準とした参加者全員の投票で最多票を

集めた本を「チャンプ本」とする催し 

 

⑯ 学校図書館整備支援 幼稚園、保育園、小・中学校、

図書館 

継続 図書館専門員が、書架の配置、図書の分類・整理、選書、除籍、修理等に

ついてアドバイスをしている。 

今後も積極的に事業を行って行く。 

 

⑰ 図書館刊行物の配布 幼稚園、保育園、小・中学校、

図書館 

拡充 区立図書館で刊行している冊子、リーフレットやチラシを配布して図書

を紹介する。 

区立図書館で作成した刊行物はすべて学校・幼稚園・保育園へ配布する。 

 

⑱ オープンスクールにおける読書活動の体験 幼稚園、保育園、小学校 

継続 幼稚園・保育園の年長園児が小学校の図書館において本を通じて児童と

交流している。 

一層の推進を図る。 
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⑲ 今日的課題に関連付けた読書活動の推進 幼稚園、保育園、小・中学校、

図書館 

新規 ・中・高生専用の座席の設置を検討する。 

・小人数でのグループ学習に適した場所の設置を検討する。 

関連図書展示などでオリンピック・パラリンピック、自然体験、体力、食育、優れ

た芸術文化に触れるなど様々な事柄と読書を結びつける活動を推進して行く。オリ

パラ紙芝居なども行う。 
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目標３ 子供の読書活動の重要性について広く普及・啓発を行う 

①  幼稚園・保育園ホームページ等での情報発信 幼稚園、保育園 

新規 読書を楽しむ園児の様子等を発信する。 

事業の実施に向けて検討して行く。 

 

②  春・秋に図書館フェアを実施しホームページ・広報紙等で周知 図書館 

継続 春は児童、秋は一般対象のフェアとし、テーマを決め各館で展示を行っ

ている。 

今後も継続して事業の充実に努めて行く。 

 

③  小学生対象の一日図書館員事業 図書館 

継続 図書館内の見学と、本の装備・カウンターでの貸出し、配架など図書館

の仕事を体験して図書館に興味を持ってもらうために実施している。 

今後も継続して事業の充実に努めて行く。 

 

④  中・高生対象の一日図書館員事業 図書館 

新規 図書館内の見学と、本の装備・カウンターでの貸出し・配架など図書館の

仕事を体験して図書館に興味を持ってもらうために実施する。 

実施に向けて検討して行く。 

 

⑤  中学生対象の体験学習受入れ 中学校、図書館 

継続 5 日間程度図書館での仕事体験を受入れている。 

内容の充実を図って行く。 

 

⑥  子供向けホームページの充実 図書館 

継続 ・パスファインダー（※13）の導入と充実 

・子供向け行事の告知と報告 

・子供目線の図書館紹介・探検 

・YAページの充実 

・子供向け webページへのリンク付け 

子供が理解しやすい情報提供に努めて行く。 

※13 知りたいテーマについて調べる方法や役に立つ資料を紹介した調べ方案内 
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 目標４ 子供読書活動推進のための人材育成 

①  学校図書館専門員の配置 指導室 

継続 平成２４年度、本町学園でパイロット的に配置、平成２５年度、猿楽小、

長谷戸小、中幡小、幡代小、代々木小、鉢山中に配置、平成２６年度、全小

学校に配置、平成２９年度、規模の大きい小学校への配置を拡充した。 

学校図書館専門員の活用を進める。 

 

②  学校図書館専門員の研修 指導室 

継続 ２８年度から外部講師を招いて研修を実施している。 

実践的・実務的な研修を実施し、一層の資質向上に努める。 

 

③  司書教諭・図書担当教員の研修 教育センター 

継続 各校での実践や事例の報告を行っている。 

実践や事例の報告の共有をより一層図り、外部講師を招いた研修を実施している。 

 

④  学校図書館ボランティアの配置 小・中学校 

拡充 各校個別で対応を図ってきた。 

実践や事例の報告の共有を図る。ボランティアの確保に努めて行く。 

 

⑤  学校図書館ボランティアの研修 図書館 

継続 初心者のために、ボランティアの心得や読み聞かせのアドバイスなど、

スキルアップ研修を図書館で実施している。 

更に充実させて行く。 

 

⑥  子ども読書サポーターの研修 図書館 

継続 毎年読み聞かせボランティアの研修（※14）を実施している。 

更に充実させる。人員を確保して行く。 

※14 基本の心得、絵本・紙芝居などの読み方研修、工作や素話、わらべ歌などの語

り方、新規ボランティア対象の読み聞かせ実践講習など 
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⑦ 教職員向け研修の充実 幼稚園・保育園 

拡充 教職員への読み聞かせや図書資料についての研修を行い図書知識の充実

を図る。 

子供の年齢、発達段階に合った選書や季節の行事など伝えたい内容の選び方など

を学ぶ。拡充に向けて検討して行く。 

 

⑧ 学校における読書活動の推進 小・中学校 

継続 毎年読み聞かせボランティアの研修をしている。 

今後も継続して事業を実施して行く。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料編 
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区立小・中学校の児童・生徒が本を読む事が好きかどうかの割合。 

 

 

１か月に読む本の冊数 
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１か月の平均読書冊数（完読数） 

 

学校図書館で１か月に借りる本の冊数 

 

区立図書館で１か月に借りる本の冊数 
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家族と本の話をするか？ 

 

電子書籍を読むか？ 
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しぶやおすすめの本５０の歴史 
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